予算要求資料
平成28年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：保健予防費　　目：成人病予防費　　　
	事業名: 心臓リハビリテーションネットワーク事業費
＜地域医療介護総合確保基金＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　健康福祉部　保健医療課　生活習慣病対策係　電話番号：058-272-1111（内2559）

　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　：　10,330千円（前年度予算額：0千円）

＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	繰入金
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	　0

	要求額
	10,330
	0
	0
	0
	0
	0
	10,330
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）

心疾患は、急性期の救急医療から回復期を通じて、関連機関が連携して治療とリ　ハビリテーションを行うことが重要であることから、循環器系医療の専門家を中心に医療機関やスポーツクラブなどをネットワーク化し、質の高い医療の確保、心臓リハビリテーションによる再発予防等をとおして患者のＱＯＬの向上や県民への啓発を図る。

まずは、岐阜圏域のネットワーク体制を構築するため、３年を目途にモデル的に行うこととし、この実績をもとに他圏域への拡大を図る。

（２）事業内容
ア　心臓リハビリテーションネットワーク会議の設置・運営
・循環器系医療の専門医、かかりつけ医、理学療法士、スポーツクラブ指導者等が連携し、急性期、回復期、在宅を通じたネットワーク体制の構築を図る。
イ　心臓リハビリテーションコーディネーター養成研修会
・心臓リハビリテーションのコーディネーターを養成する研修会を開催する。
ウ　心臓リハビリテーション地域連携パスの作成
・急性期から在宅医療を通じて、円滑に治療とリハビリテーションが受けられるよう連携パスを作成する。

エ　ネットワークシステム導入
・医療機関、スポーツクラブにおける患者情報共有システムの導入。
オ　県民への啓発
・心臓リハビリテーションの啓発と県民の健康づくりへの関心を高めるための県民公開講座、リーフレット等による啓発を図る。

（３）県負担・補助率の考え方

心疾患による死亡率は年々増加傾向にあり、急性期、回復期、在宅療養期を通じ　　て、質の高い医療の確保や心臓リハビリテーションによる再発予防等が重要であるため、県が財政負担することは妥当である。
国２／３　　県１／３（地域医療介護総合確保基金）

（４）類似事業の有無

　　　無

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額（千円）
	事業内容の詳細

	旅　費
	100
	業務旅費

	需用費
	120
	消耗品費

	役務費
	120
	通信運搬費

	委託料
	9,990
	運営協議会、県民公開講座、システム構築に要する経費

	合計
	10,330
	


　決定額の考え方　

４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

県健康増進計画「第２次ヘルスプランぎふ２１」は、「心疾患による死亡の減少を目指し、生活習慣病の発症予防と重症化予防」を重点においており、県は、保健医療専門家、地域や職域の関係機関と連携協働し、計画を推進することとしている。
（２）国・他県の状況

国の健康増進計画「健康日本２１（第２次）」において、国及び都道府県は、広く住民の健康を支援する企業、民間団体等の参加協力を得て、健康づくりの環境を整備することとしている。
（３）後年度の財政負担
平成２９年に全国規模の「心臓リハビリテーション学会」が当県で開催予定であ　り、学会に向けて、「心臓リハビリテーションネットワーク化」の体制整備が図られるよう開催県として支援することが求められている。

地域医療介護総合確保基金の事業計画期間は、平成３０年度まで。
（４）事業主体及びその妥当性
「第２次ヘルスプランぎふ２１」において、県は、保健医療専門家、地域や職域の関係機関と連携協働し、計画を推進することとしているため、県が実施することは妥当である。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　急性期から回復期を通じて、循環器医療専門家、かかりつけ医、スポーツクラブ等が連携して治療とリハビリテーションを行うことができるネットワーク化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	関係者ネットワーク会議の開催
	０回
（H26）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	１回
（H28）
	％
　－

	県民公開講座の開催
	０回
（H26）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	１回
（H28）
	％
－


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　〇


	心疾患は、死因の上位をしめており、再発予防、重症化予防に努めることは、県民の生活の質の向上のために必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　 

〇
	循環器医療専門家を中心とする「岐阜心臓リハビリテーションネットワーク推進委員会」は、多くの心疾患患者の治療経験に基づき、リハビリテーションプログラムの開発と普及が可能であり、委託を行うことで効率的に効果をあげることができる。




（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
心疾患による死亡の減少を目指すためには、急性期を脱した患者が再発しないための心臓リハビリテーションプログラムの開発が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

心疾患による死亡の減少を目指すためには、本事業を継続し、心臓リハビリテーションプログラムの開発と実践によるネットワーク化の体制整備を図る。

なお、平成２９年に全国規模の「心臓リハビリテーション学会」が当県で開催予定であり、学会に向けて、「心臓リハビリテーションネットワーク化」の体制整備が図られるよう開催県として支援することが求められている。



